
20～21世紀における戦争の変遷

─ ヒロシマ、アウシュビッツの傷跡 ─

Overview

• 20世紀の世界戦争の傷跡

•ポスト冷戦時代の紛争

•テロ──多様化した聖戦

20世紀の世界戦争の傷跡 
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ポスト冷戦時代の紛争

• 現代世界における紛争・戦争を説明するための概念的枠組み

• 文明の衝突（S. ハンチントン）

• 世俗主義と原理主義の対決

国家（群）の間の利害・
イデオロギーの衝突を原
因とする戦争

民族・宗教・文化の衝突
が関与する戦争

テロ──多様化した聖戦

かつてのテロは政治犯の解放など政治目的のものが多かった（航空
機のハイジャックなど）。米ソの冷戦の終焉（1989年）にともなっ
て共通の世界観も失われていった。その過程の中で、テロの目的や
手段も多様化していく。

テロの種類
• 宗教と関係のあるテロ

• ユダヤ教過激派によるテロ（1994年、ヘブロン虐殺事件など）、イ
スラーム過激派によるテロ、カルト宗教によるテロ（1995年、オウ
ム真理教地下鉄サリン事件）、アメリカにおける反中絶テロ（1990

年代）

• 宗教と関係のないテロ（アンチモダン・テロ）

• 環境テロ、動物テロ



「9.11」以降の「テロに対する戦い」

• アフガン空爆（2001年、タリバーン勢力の打倒）

• イラク戦争（2003年、サダム・フセイン体制の打倒）

• その後
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